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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 文章や絵画といったメディアに表れる音楽享受の様相を明らかにし、音楽を通した日

本人の思想や姿勢を見通すことを大きな目的としている。今年度は、鎌倉時代成立の琵

琶相承の物語である『文机談』を中心に取り上げた。近年研究が活発になってきている

が、伝本間の関係について論じたものが多く、また細部に着目した論が多く全体像を明

らかにするのは未だこれからの状態である。よって本研究では、『文机談』の 作品世界の

全体像をつかみつつ、文学に描き出された芸道の実態について考察した。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔     音楽説話 〕 〔     琵琶楽 〕 〔      相承 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

  

『文机談』は、琵琶の伝授系譜を豊かな説話を交えて語った鎌倉期成立の琵琶相承の物

語である。伝本は京都大学附属図書館菊亭文庫本系統と、宮内庁書陵部蔵伏見宮本の二つ

に大きく分けられるが、伝本間の関係はいまだ明らかになっていない。今年度は現存する

諸本の調査を行い、その関係性に新たな考察を加えることを目標とした。西尾市立図書館

岩瀬文庫、静嘉堂文庫、東京大学史料編纂所などを中心に諸本の調査を行った。しかし、

現存する諸本の中では最古とされる京都大学本が修復中のために閲覧がかなわなかった。

そのため調査としては不十分であったため、 二つの伝本の本文比較を中心に取り組んだ。

結果的に両者の間に新たな関係性を見出すには至らなかったが、本文比較をすることによ

って楽人同士の関係の描かれ方に相違があることが見えた。今後も、原本にあたる調査を

進めると同時に本文比較が重要になってくるだろう。  

 また、作品の全体像を捉え るため、著者であり語り手でもある隆円の語りに着目した。

本作品の語りに関しては 、『大鏡』を模すとされるばかりでそれ以上の研究は これまでほ

ぼされてこなかった 。『文机談』以前の説話の語り口と比較して、単純に『大鏡』一作品

を模しているというよりも、対話形式の作品の 流れに含まれるであろうことを述べた。ま

た、隆円の語りが他の語り手や、場、本文中に取り上げられている他作品等によって構築

され強化されていることを指摘した。  

作品の語りに着目することによって、隆円の執筆の意図、『文机談』成立の背景が浮き

上がってきた。すなわち、隆円が師範家存立の危機を憂え、自身の師匠である藤原孝時の

流れが正統であることを証明しようとしたことである。この点については以前から指摘さ

れてきたことであるが、『文机談』研究において 相承における琵琶の「家」の問題が大き

く横たわっていることが改めて明らかになった。  

そこで、まず琵琶相承を描く本作品にとって、相承を認める要素の一つとなる 秘曲伝授

に着目した。秘曲伝来の歴史や、それを語る説話との比較を試み、本作品においては、秘

曲に歴史的で伝統的な価値が大きく付与され、さらに簡単には接することのできない恐れ

多きものとして描かれていることが分かった。鎌倉時代以降、秘曲はそうした傾向を強く

していき、後には限られた人物にしか伝授されないものとして秘密性を高めていく。本作

品は、秘曲の捉え方が変化していく過程の時代にあるものとして考えられ、その様子が見

える点は非常に興味深い。  

次に、「家」に関わる問題として、中世の家研究を踏まえて本作品における家の概念に

ついて考察した。本作品の場合に限らず、伝え継いでいくことが重要な音楽の世界では、

「家を継ぐ」という考え方が非常に重要で、その考え方は楽書にも表れている。しかし他

の楽書と本作品が異なる点は、著者が音楽の家の人間ではないことである。そのため、著

者自身が次の代に継ぐことを述べるのではなく、長く続く家全体を捉えて「家を継ぎ」「七

八代続く」という発言を残しているのだと指摘することができる。家の問題に注目すると、

隆 円 が 師 事 し た 琵 琶 の 家 の 背 景 が よ り 一層 浮 か び 上 が っ て くる 。 隆 円 の 師 匠 で ある 孝 時

は、異母弟の孝経との家督争いに敗れており、その後家督は孝時の子孫に戻ってくるのだ

が、一時は家督を奪われた孝時の不名誉を挽回するために筆をとったという隆円の意図が

見える。家、そして家内部での相承の問題から発展して、相承の際の口伝の問題、女性へ

の伝授の問題、家存続のための庇護者となる権力と関わり についても考察した。著者であ

る隆円は「家」存続の重要性も説きながらも、楽道が廃れることへの嘆き、楽道に執心す

ることの大切さにも多く紙幅を割いている。「家」存続の問題のみに支配 されてはそれこ

そが楽道の廃れる一番の原因であり、稽古につとめ芸に執すべき であろうという、隆円の

新たな憂いが見えており、単純な家存続への心配に留まらず楽道全体を見通した視点が本

作品には描かれていることを示した。  

なお、今年度「『文机談』の研究―琵琶の家の物語― 」という題で以上の論点をまとめ

た修士論文を提出した。今年度中の発表とはならなかったが、２０１１年度中 に家と音楽

の関わりについて成果を公表することを目指す。  
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研究成果の概要 つ づ き  
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